
季
節
を
知
っ
た
ら

　
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
っ
た

　

 

あ
ら
た
ま
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

   

令
和
七
年
の
今
年
は
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
式
年
遷
宮
は
、

神
さ
ま
が
お
う
つ
り
に
な
る
「
遷
御
の
儀
」
を
中
心
に
、
三
十
三
に
の
ぼ
る
お
祭
り
や
行
事
を

重
ね
ま
す
。
遷
宮
諸
祭
と
呼
び
ま
す
。

　
　

そ
の
最
初
の
お
祭
り
は
、
五
月
の「
山
口
祭
」で
す
。
新
し
く
社
殿
を
造
営
す
る
た
め
の
御
用

材
を
伐
採
す
る
に
あ
た
り
、
山
の
口
に
お
わ
す
神
さ
ま
に
作
業
の
安
全
を
お
祈
り
す
る
の
で
す
。

内
宮
で
は
、
神
路
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
山
口
祭
場
、
外
宮
で
は
高
倉
山
の
ふ
も
と
、
別
宮
の

土
宮
近
く
で
行
わ
れ
ま
す
。ま
ず
は
御
用
材
の
伐
採
に
ち
な
む
お
祭
り
な
の
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
夜
に
は
秘
儀
と
さ
れ
る
木
本
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
六
月
に
は
祭
場
を
国
有
林
が
広
が
る
木
曽
谷
の
長
野
県
上
松
町
と
裏
木
曽
の
岐
阜
県

中
津
川
市
に
移
し
、「
御
樋
代
」と
い
う
ご
神
体
の
器
と
な
る
御
用
材
を
そ
れ
ぞ
れ
二
本
伐
り

出
し
ま
す
。と
く
に
こ
の
木
は
尊
い
と
さ
れ
、ご
神
木
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。御
杣
始
祭
、
裏
木

曽
御
用
材
伐
採
式
が
行
わ
れ
た
後
、
御
樋
代
木
は
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
そ
し
て

三
重
県
の
各
所
で
奉
迎
さ
れ
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
運
ば
れ
、
内
宮
・
外
宮
に
至
り
ま
す
。　

二
十
年
前
、
宇
治
橋
前
で
ご
神
木
を
大
勢
の
人
々
と
と
も
に
迎
え
た
際
、
万
歳
三
唱
の
声
に

包
ま
れ
た
感
激
は
今
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
　

伊
勢
で
は
、
御
樋
代
木
奉
曳
式
が
行
わ
れ
、
内
宮
・
外
宮
の
神
域
へ
と
御
樋
代
木
が
元
神

領
民
で
あ
る
伊
勢
の
人
々
に
よ
り
運
び
込
ま
れ
ま
す
。

　
　

そ
し
て
秋
九
月
に
は
、「
御
樋
代
」
を
納
め
る「
御
船
代
」と
い
う
御
用
材
を
伐
採
す
る
に

あ
た
り
執
り
行
わ
れ
る
御
船
代
祭
が
あ
り
ま
す
。

   

こ
の
よ
う
に
今
年
は
春
と
秋
に
、
遷
宮
諸
祭
が
厳
か
に
、
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。そ
し
て
、

次
の
年
の
御
木
曳
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
年
一
年
が
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、そ
し
て

一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

せ
ん

ぎ
ょ

し
ょ
さ
い

ご  

よ
う

か
み   

じ 

や
ま

ひ
　
ぎ

こ
の
も
と
さ
い

あ
げ
ま
つ
ち
ょ
う

み
そ
ま
は
じ
め
さ
い

み
　
ひ
　
し
ろ

ほ
う
え
い
し
き

み 

ふ
ね 

し
ろ

お    

き 
 

ひ
き

つ
ち
の
み
や

ざ
い

〜
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神
宮
の
遷
宮
始
ま
る

文
　
　
千
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清
美

小
寒

一
月
五
日

し
ょ
う 

か
ん



おかげ横丁

五十鈴茶屋

五十鈴塾

おかげの里便り

新春郷土芸能
三重県には古くから受け継がれた民俗芸能や文化財が数多く残されており、地域に根付く

郷土芸能の数々が新しい年を祝い伊勢に集まります。

めでたい新春のひとときをお過ごしください。

日　時／1月11日（土）、13日（月・祝）、19日（日）、26日（日）

場　所／おかげ横丁一帯、太鼓櫓

恵利原の早餅つき
志摩市磯部町恵利原地区に、江戸時代後期から伝わる楽しい餅つき。

囃子唄を歌いながら、1本の杵を2人が蝶のように舞いながら交互に取り合い、手入を交えて

三者一体でつきます。つきあがったお餅は、お客さまにお振る舞いいたします。

日　時／1月11日（土）12：00～、13：00～、14：00～

入江和歌囃子／八幡獅子舞
代表となる演目は、寛永12年（1635年）から始まる伝統ある「八幡獅子舞」と、入江町に

伝わる踊り囃子をもとに、明治期に完成した「入江和歌囃子」で、共に津市指定無形民俗文

化財となっています。

日　時／1月13日（月・祝）13：00～、15：00～

伊勢大神楽
獅子舞のルーツである「伊勢大神楽」は「代神楽」とも言われています。

国の重要無形民俗文化財にも指定されています。

日　時／1月19日（日）13：00～ ※9：30～各店にて門付けを行います。

新春の茶歌舞伎を楽しむ
茶歌舞伎とは、茶を飲んで香りや味から産地・銘柄など推測し、勝敗を競う利き茶のようなものです。

歴史は古く、室町時代に武士の間で財産を賭けて行い大変盛り上がりました。昔から骨休めであると

言われている小正月に、茶歌舞伎を楽しんでみようと五十鈴塾でも初めて企画しました。

今回は5種類の茶葉を用います。じっくりと味わって、香り、渋み、甘みなど、お茶の違いを利きわ

けてみましょう。

茶歌舞伎を楽しんだ後は、お菓子と和紅茶をお召し上がりいただきます。

日　時／1月15日（水）13：30 ～ 15：00

講　師／松本 浩（NPO法人日本cha茶ちゃ代表理事）

参加費／一般 2,700円　会員 2,200円（お茶・菓子代含む）

場　所／五十鈴塾右王舎

　五十鈴茶屋節気菓子

旭           日

佳           び

干支菓子・巳

きょく                  じつ

よろこ

え  と   が   し        み

( 1月7日まで販売 ）

( 1月8日 ～ 19日まで販売 ）

( 1月19日まで販売 ）

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話 0596-20-8251

早春らしい、淡い黄色の羊羹の上 に、ふんわりと蒸し上げた白いかる

かん生地。山芋の風味と口あたりの良い食感をお楽しみください。

新たな年を迎えたよろこびを、恭賀の思いをこめて、紅白のきんとんで

表現いたしました。中に粒餡を包んでおります。

紅色の練りきりで白餡を包み、元旦の初日の出に見立てました。

神々しい陽の光を表した金箔を添えて、おめでたい新春を祝います。

お問い合わせ／おかげ横丁 総合案内「おみやげや」電話 0596-23-8838


